
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　四つの垂直側壁およびそれぞれ頂点をもつ四つの垂直に伸びるコーナーをもつ角型ボー
ル箱、中央の円筒状コア、それぞれ箱の側壁と重なり合う四つの外壁および該外壁の二つ
の間にありコーナー頂点から内壁の一つにわたる静止寸法をもつほぼ三角形の垂直空洞を
形成するようにコーナー頂点から離れた四つの内壁を有する八角外形をもつ垂直に伸びる
筒状内張、および頂点から空洞の一つをなす内壁に伸びる斜めの圧力リブを有し空洞の静
止寸法よりも大きな幅を有することによりコアの回りの溶接ワイヤのコイルが空洞の内壁
を押して空洞の頂点に沿って外力を加える各空洞内に垂直に伸びるコーナー補強材からな
ることを特徴とする溶接ワイヤ用容器。
【請求項２】
　コアがボール紙筒である請求項１の容器。
【請求項３】
　圧力リブが と一体的に作られている請求項 ２の容器。
【請求項４】
　コーナー補強材が、側壁の二つに沿って位置し頂点から伸び内張の内壁の一つと一部重
なる平らな壁に収束し内壁の中央で会合する二つの隔壁をもつ形に折り込まれた単一片の
ボール紙であり、そしてリブが該ボール紙の平らな壁の少なくとも一つの延長で内壁の中
央からコーナー頂点に伸びている請求項１の容器。
【請求項５】
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　リブが二層構造として、ボール紙片の平らな壁の双方の延長でありそして内壁の中央か
らコーナー頂点に伸びている請求項 の容器。
【請求項６】
　 が複数片のボール紙からなる請求項１の容器。
【請求項７】
　圧力リブが と一体的に作られている請求項 の容器。
【請求項８】
　四つの側壁およびそれぞれ頂点をもつ四つの垂直に伸びるコーナーをもつ角型ボール箱
、それぞれ箱の側壁と重なり合う四つの外壁および該外壁の二つの間にありコーナー頂点
から内壁の一つにわたる静止寸法をもつほぼ三角形の垂直空洞を形成するようにコーナー
頂点から離れた四つの内壁を有する八角外形をもつ垂直に伸びる筒状内張、および頂点か
ら空洞の内壁に伸びていて、ワイヤが容器内に巻かれる前 静止寸法を越えて内壁を内側
に押す幅をもつ垂直に伸びる圧力リブからなることを特徴とする溶接ワイヤ用容器。
【請求項９】
　リブがボール紙の三角形の筒の一部である請求項 の容器。
【請求項１０】
　リブが少なくとも二層のボール紙の筒からなり、該層が内壁から空洞の頂点に向かって
伸びている請求項 の容器。
【請求項１１】
　四つの側壁およびそれぞれ頂点をもつ四つの垂直に伸びるコーナーをもつ角型ボール箱
、それぞれ箱の側壁と重なり合う四つの外壁および該外壁の二つの間にありほぼ三角形の
垂直空洞を形成するようにコーナー頂点から離れた四つの内壁を有する八角外形をもつ垂
直に伸びる筒状内張、および頂点から空洞の内壁に伸びていて、ワイヤが容器内に巻かれ
る前 内壁を内側に押す幅をもつ垂直に伸びる圧力リブからなることを特徴とする溶接ワ
イヤ用容器。
【請求項１２】
　リブがボール紙の三角形の筒の一部である請求項 の容器。
【請求項１３】
　リブが少なくとも二層のボール紙筒からなり、該層が内壁から空洞の頂点に伸びる請求
項 の容器。
【請求項１４】
　三角 筒が少なくとも二枚のボール紙からなる請求項 の容器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は巻いた溶接ワイヤを梱包しほどくためのカードボード即ちボール紙容器あるい
は箱に関するものである。
〔参考文献〕
　最近、電気溶接ワイヤのコイルをボール紙の箱に入れることに関して実質的な産業が発
展してきた。この新技術が米国特許第５，４９４，１６０号およびＥＰＣ出願第１，０５
７，７５１Ａ１に開示されている。この特許と公開された出願は、コイル状に巻いた溶接
ワイヤを梱包しほどくための中心コアをもつボール紙箱の使用を説明している。また、中
心八角内張を用いて、それぞれ筒状補強部で満たされた三角コーナー空洞を ること
も知られている。筒状補強部は米国特許第１，６４０，３６８号および第３，６４８，９
２０号に開示されている。これらの特許はコーナー筒状部の使用を示している。また、筒
状支持部は「円の正方形化」および「溶接点ロボット溶接ワイヤ－将来の技術」という小
冊子にも開示されている。これらも 溶接ワイヤが押し付けら
れる八角内張を含む箱内の補強コーナーを示している。これらの特許と刊行物は、参考文
献として本発明の背景を説明している。
【０００２】

10

20

30

40

50

(2) JP 3720309 B2 2005.11.24

４

コーナー補強材

コーナー補強材 ６

は

８

９

は

１１

１２

形の １２又は１３

形成す

、コイルが巻かれている時、



【従来の技術】
上記従来技術は、溶接ワイヤを梱包しほどくための四角いボール箱の発展を説明し、ボー
ル箱はさまざまな問題に対処するため構造部材が変形されている。それらのうちで最良の
ものは、八角中心内張と内部コアをもつ四角い箱を使うことである。これにより、ワイヤ
が中心コアの回りに巻かれ、コアと内張との間のスペースを埋める。内張を使うことによ
り、ワイヤは実際に外側寸法を制限する八つの異なる面に接し、巻かれ、梱包され、ほど
かれる間、半径方向への広がりを制限する。四角いボール箱と八角内張の組合せにより、
各コーナーに四つの三角空洞が生じる。これら四つの空洞は、筒状の垂直補強材によって
埋められる。補強材によって箱の垂直剛性が増し、箱をいくつか重ねて出荷することを許
容させる。このような構造のボール箱を使うことにより、溶接ワイヤの梱包とほどきに伴
うさまざまな問題に対処できる。そのような利点は、単一の容器によって得られる。しか
し、従来技術では巻かれたワイヤに制限があった。あるいは、パッケージを作るボール箱
が変形した。米国特許第５，４９４，１６０号のように、離れた対角木片によってコイル
が箱の中央に保持されている。しかし、中心八角内張は開示されていない。したがって、
コイルは箱の側壁に対して広がろうとし、箱は四角でなくなり、特に長期の出荷・保管の
後は一般に円形に変形する。このため、「円の正方形化」に開示されているように、コイ
ルの外側への動きを制限するための部材が使われた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は上記従来技術の難点を克服するものである。過去、中心コアの回りのコイルは箱
の四つの側壁に接して、箱を外側に曲げ、箱の外形と使用に悪影響した。コイルを縛るこ
とによっこの問題を解決しようとしたが、箱に収容できるワイヤ量が減っただけだった。
本発明は基本設計の改良を含み、それによればコイルの収容量を減らすことなく、箱が外
側に曲がることを防ぐことができる。
【０００４】
　本発明によれば、公知のコーナー補強材を変形して、コーナーの頂点から中心内張の斜
壁に伸びる圧力リブを る。このリブは、実施例では斜壁を外側に曲げさせるだけ広
い。ワイヤがコアの回りに巻かれ、内張の四つの斜側壁に接すると、圧力リブも接してコ
イルから直接、箱の四つの全コーナーの頂点に力線を生じる。こうして、各コーナーに張
力が生じ、側壁が外側に曲がろうとする力に抗する。単に圧力リブを含むコーナー補強材
を形成するだけで、箱は出荷と長期保管の間でさえ、角形状を保つ。したがって、箱の中
央上部にワイヤ路を取り付けるために使われるハット（アダプター）が、容易に箱上部に
フィットする。過去、ハットによって箱を四角に修正しなければならなかった。これは、
時に困難であった。しかし、本発明では補強材を変形して圧力リブを形成するだけで、箱
に張力が保たれ、角形状が保たれる。これにより、八角内張をもつ角容器を使うことによ
る利点が生かされる。コイルを縛る必要はなく、箱 変形しない。中心内張の利点を生か
せるので、コイルは中央位置に保たれる。箱を角形状に保ちながら、コイル収容量を最大
にできる。
【０００５】
本発明によれば、溶接ワイヤを梱包しほどくための容器が提供される。容器は四つの垂直
な壁と四つの垂直に伸びるそれぞれ頂点を区切るコーナーをもつ四角いボール箱からなる
。中央円筒コア、それぞれ側壁と重なる四つの外壁によって区切られた八角形状をもつ垂
直に伸びる筒状内張、および二つの外壁の間にありコーナー頂点から離れて三角形垂直空
洞を区切る四つの交点の内壁がある。箱はコーナー頂点から内張内壁に静止寸法を有して
いる。各三角空洞内に垂直に伸びる補強材を有している。この補強材はコーナー頂点から
内張内壁に伸びる圧力リブを有する。リブの幅は、空洞の静止寸法よりも大きい。したが
って、リブは内壁を内側に押す。コアの回りの溶接ワイヤコイルは、コーナー頂点に沿う
力を内壁に与える。これにより各コーナーに張力が与えられ、ワイヤが箱側面を曲げさせ
る力に抗する。リブは垂直補強材と一体的に形成される。この補強材は段ボールからなる
ことが好ましい。容器は使用後、段ボールのように全パーツがリサイクルできる。本発明
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のより広い側面によれば、リブは内張を内側に曲げないが、内壁を外側に曲げることを防
ぐために使われる。外側に曲げようとする力はリブによって妨げられ、コーナーを固くす
るようにリブを働かせるので、箱は四角形状を保つ。
【０００６】
本発明の第一の目的は、溶接ワイヤを梱包しほどくための容器を提供することにあり、出
荷・保管・使用の間、箱の変形を防ぎながら中央の八角内張をもつ四角いボール箱を用い
る。
また本発明の目的は、箱を四角に保ちながら低コストで少し変形するだけで済む上記容器
を提供することにある。
さらにまた本発明の目的は、四つのコーナーの頂点から内張に伸びる圧力リブをもつ変形
補強材を有することにより、箱の中身がその四角形状を変えない中央八角内張を有する四
角いボール箱を提供することにある。
これらおよび他の目的と効果は、添付図面を用いて行う次の説明から明らかになるであろ
う。
【０００７】
図面は本発明の実施例を説明するためのもので、それと同一のものに限定するためではな
い。図１・２は、外側の側壁１２・１４・１６・１８をもつ角型ボール箱１０の形状をし
た容器Ｃを示している。側壁によってコーナー２０・２２・２４・２６が形成されている
。ワイヤを箱１０内に支持するため、ボール紙製の八角内張３０がそれぞれ側壁１２・１
４・１６・１８に対して張られている外壁３２・３４・３６・３８を有している。各コー
ナーで、内張３０は斜めに伸びる内壁４０・４２・４４・４６を有する。これらの内壁は
それぞれ外側頂点６８をもつ四つのコーナー空洞６０・６２・６４・６６を形成する。溶
接ワイヤＷが中央コア５０の回りに巻かれて、内張３０の内壁と外壁に接している。三角
形のコーナー空洞６０～６６は三角形のボール紙製補強材７０・７２・７４・７６を収容
して、容器Ｃに垂直剛性を与えている。容器Ｃは標準的で、溶接ワイヤＷの発送と解梱の
ための角ボール容器として最適である。
【０００８】
本発明によれば、補強材７０～７６は各頂点６８から伸びる中心圧力リブ１００を含むよ
うに変形される。図３～５のように、リブ１００はそれを構成する２つの層１０２・１０
４を形成するように、三角形状に折り込まれたボール紙の単片を含む。補強材７０は、図
３～５のように、７２～７６と同一なので、それらを代表するものとして説明する。１枚
の折り込まれたボール紙からなる補強材７０は頂点６８からそれぞれ側壁１２・１４に沿
って伸びる隔壁１１０・１１２を有する。平壁部１２０・１２２がそれぞれ隔壁１１０・
１１２の端から層１０２・１０４に伸びている。この構造により、層１０２・１０４は補
強材７０の対角部内に嵌められ、内壁４０とコーナー２０の頂点６８の間に剛力を生じる
。リブ１００の有効幅ａは内壁４０の静止位置よりも大きい。こうして、図３のように壁
はわずかに内側に曲がる。この初期位置において、層１０２・１０４はわずかに分離して
ギャップ１２４を生じている。この初期位置を図４の実線、および図５の２点鎖線で示す
。ワイヤＷがコア５０の回りに巻かれて容器Ｃに詰められるとき、ワイヤは内張３０内で
外側に広がって内張を埋める。これが中央内張の１つの利点である。ワイヤが内張を埋め
ると、ワイヤは内張３０の壁に対して外向きに力を加える。こうして、図５のようにコー
ナーの各層は外側に力を加えられる。図２で、距離ｘは一般に、箱が充填された後のコー
ナー間の距離ｙに等しい。しかし、箱が空のときには、実質的にｘ＞ｙである。これによ
り、巻いたワイヤを容器Ｃ内に入れる間、外向きの力がかかる。ワイヤに押されて内壁４
０が外側に動くことにより、内壁４０がノーマルな静止位置に動いてギャップ１２４を閉
じ、リブ１００を頂点６８へ動かす。これにより、図５の矢印のようにコーナーに張力を
生じる。ワイヤの装填が続いている時、内壁４０は図５の位置を取り、リブ１００を頂点
６８に向かわせる。これにより、コーナー２０の剛性が強化され、箱を四角に保つ。こう
して、外壁３２～３８に対するコイルの力によって箱１０が丸い形状になることはない。
内壁４０の静止位置は距離ｂに等しく、ｂ＜ａである。補強材７０を使うことにより、コ
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ーナーは剛性化し、箱が角形状を保つ。これにより、角ボール箱に中央内張３０を使うこ
とが許容される。
【０００９】
補強材７０を構成するボール紙を折り込んでリブ１００に圧力を与えるため、さまざまな
ボール紙の可塑形状が用いられた。その１つを図６に示す。ここで補強材１５０は一枚の
ボール紙で、頂点６８で折返部１５６をもつ２層１５２・１５４を有するリブ１００を形
成する。隔壁１６０・１６２は壁部１６４・１６６によってそれぞれ層１５２・１５４に
つながって補強材１５０を構成している。内壁４０はワイヤＷ（図示せず）が容器に装填
されるまで、図６の二点鎖線位置にある。そして、内壁４０が実線位置に動くと、リブ１
００を頂点６８に押してコーナー２０を剛体化する。容器Ｃにそれほど大きな垂直剛性を
与える必要がない時には、リブ１００が保たれる限り、補強材の寸法を小さくできる。そ
のようなやや強度の小さな補強材１８０を図７に示す。ここでリブ１００は、折返部１８
６をもつ２つの層１８２・１８４によって形成されている。壁部１９０・１９２のみ有し
、図６における隔壁１６０・１６２は省かれている。補強材１８０はより小さな垂直剛性
しか与えないが、リブ１００があるので、やはり本発明の利点を有する。ワイヤが容器内
に巻かれると、内壁４０は外側に動いてリブ１００を頂点６８に圧し付け、コーナー２０
を剛体化する。壁部１９０・１９２によって補強材１８０がコーナー空洞に安定保持され
る。
【００１０】
　リブ１００の剛性は、本発明の他の面によれば、層の数を増すことにより向上させ得る
。それを図８・９に示す。図８の補強材２００は、折返部２１０・２１２・２１４によっ
て互いに重なった四つの層２０２・２０４・２０６・２０８を有するリブ１００を形成す
る。補強材２００は実質的に前に した補強材と同じである。それぞれ側壁１２・１４
に沿って伸びる隔壁２２０・２２２を有する。リブ１００をつなげるため、それぞれ壁部
２３０・２３２が設けられている。同様に、図９の補強材２５０のリブ１００もボール紙
やプラスチックの四つの層２５２・２５４・２５６・２５８を有する。折返部２６０・２
６２・２６４の位置が図８の場合と逆になっている。折返部２６０は頂点６８に、折返部
２６２・２６４は内壁４０にある。隔壁２７０・２７２は、頂点６８から伸びて、内壁４
０に沿って伸びる壁部２８０・２８２とつながり、ギャップ２８４に折返部２６２・２６
４を収容している。壁部２８０・２８２は本発明の範囲から逸脱せずに内壁４０から内側
に動き得るが、実際には折返部によって定位置に保たれる。これらの壁部の端は、折返部
２６２・２６４に近いリブ１００の領域に付着している。
【００１１】
コーナー補強材７０・１５０・１８０・２００・２５０は一般に対称的であるが、これら
は好ましい形状にすぎない。図１０・１１に空洞６０内の非対称な補強材３００・４００
をそれぞれ示す。補強材３００はそれぞれ側壁１２・１４に対して隔壁３０２・３０４を
有する。隔壁３０２の端３０６が単一ボール紙構造のスタート点である。端３０８で隔壁
３０２が、リブ１００の１つの層３１２につながる壁部３１０と結合する。第２層３１４
は折返部３１６から端３１８に伸びて、壁部３２０とつながる。この構造により、リブ１
００に２つの層が与えられ、リブを内壁４０に対して直交位置に保つ。補強材４００の壁
部４０２・４０４は内壁４０と一般に接して保たれる。端４０６で１つの層４１０が頂点
６８に伸びている。折返部４１２により隔壁４２０とつながる。その他端が壁部４０４と
つながり、さらに層４２２につながる。このように空洞６０内の非対称な補強材もリブ１
００に２つの層を与え、リブを内壁４０と直交して保つ。
【００１２】
所望のリブ１００を生じる他の構造からなる補強材も使われ得る。補強材は１以上のボー
ル紙片から形成し得る。実際には、ワイヤＷが容器Ｃ内に巻かれるまで、リブ１００が内
壁４０を内側に押す。ある状況下では、リブ１００はより小さな幅をもつが、内壁４０～
４６の外側への運動によってリブがコーナーに押されるので、箱がふくれて円形になるの
を防ぐ。容器Ｃは、米国特許第５，４９４，１６０号に開示されているようなワイヤを縛
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ったり、ワイヤを角箱から内側に離して置くようなことを要求しない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の１実施例からなる容器の斜視図。
【図２】図１の容器の平面図。
【図３】図２の容器の一部拡大平面図。
【図４】図３の容器の機能特性を説明するための一部拡大平面図。
【図５】図３の容器の機能特性を説明するための一部拡大平面図。
【図６】それぞれ他の実施例からなる容器の一部拡大平面図。
【図７】それぞれ他の実施例からなる容器の一部拡大平面図。
【図８】それぞれ他の実施例からなる容器の一部拡大平面図。
【図９】それぞれ他の実施例からなる容器の一部拡大平面図。
【図１０】非対称な補強材の例を示す容器の一部拡大平面図。
【図１１】非対称な補強材の例を示す容器の一部拡大平面図。
【符号の説明】
Ｃ：　容器
Ｗ：　溶接ワイヤ
１０：　角ボール箱
１２・１４・１６・１８：　側壁
２０・２２・２４・２６：　コーナー
３０：　内張
３２・３４・３６・３８：　外壁
４０・４２・４４・４６：　内壁
５０：　コア
６０・６２・６４・６６：　空洞
６８：　頂点
７０・７２・７４・７６：　補強材
１００：　圧力リブ
１０２・１０４：　層
１１０・１１２：　隔壁
１２４：　ギャップ
１５０・１８０・２００・２５０・３００・４００：　補強材
１５６・１８６・２１０・２１２・２１４・２６０・２６２・２６４・３１６・４１２：
　折返部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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